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一．はじめに

　承元４年（1210）９月５日に安倍孝重が後鳥羽上皇の

院宣を承けて，朝廷関係の造作，移徙，神仏事の諸行事

の吉凶と，その先例を勘申した陰陽寮の勘文を整理し記

録した『陰陽博士安倍孝重勘進記』〈注１〉がある．そ

れによると，金神七殺方事について，

　　一金神七殺方事

　　　甲己年 在午未申酉方　乙庚年 在辰巳方

　　　丙辛年 在寅卯午未子丑方　丁壬年 在寅卯戌亥方

　　　戊癸年 在申酉子丑方

　　　　已上見百忌暦并三元九星暦等

とあり，「金神七殺方」が『百忌暦』『三元九星暦』を

典拠にして採用されていることを記録している．そして

その後に，陰陽寮で金神方禁忌の用棄についての仗議が

なされ，「禁忌ある可からず」との結論をみた経緯が簡

略に記されている．すなわち，

①白河天皇御在位の応徳年間（1084～1087）に清原定

俊真人が金神七殺方を忌避すべき旨を勘申したこと

により，金神方禁忌のことが陰陽寮で採用されるこ

とになった．だが，後白河天皇御在位の保元２年

（1157）内裏造作の折りに，陰陽寮が連署し先例を

注し，金神方禁忌の用棄についての仗議に及び御占

がなされた結果，金神方を忌避することを停止する

旨の宣下が出された．

②ところが，定俊の孫俊安らが永暦元年（1160）８月

に再度，金神方を忌避する解状を提出し，二条天皇

御在位の応保元年（1161）12月に金神方を忌避すべ

きとの宣示が出されたが，その後，何の沙汰もなく

金神方禁忌の用棄が定まることはなかった．

③元来，金神方を忌避することは陰陽道が典拠とする

本書に所見がなく，その上，大将軍方，王相方，大

将軍遊行方，天一・太白・土公出遊方，遊年・禍

害・絶命・鬼吏方といった諸禁忌方が多く，金神方

まで加えられてはどの方位に方違えの吉方を定めた

らよいのか空きがなく，斟酌の上やはり，金神方忌

避のことは採用されるべきではないのではないか．

④康和の聖代（1099～1104･堀河天皇の御世）から永

久の明時（1113～1118･鳥羽天皇の御世）にかけ

て，陰陽寮にあっては安倍，賀茂両家ともに「当代

の名儒」を輩出しており，金神方禁忌については

「各不可有禁忌之由」と勘申した結果，それ以降は
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停止することとなり，この件は既に決着している

―というのだ．

　そこで本稿では，この『陰陽博士安倍孝重勘進記』に

記載されている事項を検証し，仁安３年（1168）６月26

日に出された後白河院の「御教書」によって「金神七殺

方禁忌」のことが完全に停止され，それ以降，陰陽寮に

おいて「金神方禁忌」の取り扱い方が大きく変化したこ

とを明らかにし，さらに応永21年（1414）に賀茂在方が

撰した『暦林問答』，長禄２年（1458）に賀茂在盛が撰

した『吉日考秘伝』からもその註記が削除され，また永

享８年（1436）以後に書写された吉田文庫本『六甲占

抄』が引用する「口伝」が示すように「司る所の金神を

用いざるなり」と，六仁式占の占法が変更されるに及ん

で，暦道の宗家である賀茂家からも完全に廃棄されるよ

うになった経緯を考察し，その後『簠簋内伝』の「金神

七殺之方」「金神遊行事」「金神四季遊行事」「金神四

季間日事」に収斂されていく，いわば陰陽道が取り扱う

正史に登場する金神とは全く異なる，新たなる金神信仰

が創造される信仰的土壌を明らかする方向で，この論を

すすめたい．なお，先行研究については論を進めるなか

で，その都度提示することとする．

　

二．金神禁忌の用棄についての僉議の経緯

（１）『兵範記』掲載の僉議

　『兵範記』仁安３年（1168）６月22日の条〈注２〉に

よると，内裏修理と中和院新造のために六条天皇が御方

違えすべき吉方を定めるに当たって，陰陽頭・賀茂在

憲，同助・安倍泰親一同が金神七殺方をどう取り扱うべ

きか，その用棄が往古代々定まっていないので，時の後

白河院に勘申した．その結果，仁安３年６月26日に

金神七殺方不可忌避之由雖不宣下，直可下知官外記

旨奉仰，今朝以御教書仰両方了，応保元年之後，今

度不仰．猶可為禁忌之故也，其状云，

金神七殺方事，任保元二年（1157）宣旨，重自今

以後宜停止忌避由所被仰下也，悉之，謹状，

　　　　　仁安三年六月廿六日，権右中弁平，

　　　　　　清大外記殿

　　　官方其状一同，遣大夫史隆職宿禰許了

と，「宣下」ではなく「御教書」が出され，応保元年

（1161）12月に清原俊安らの解状により一旦は金神禁忌

を採用するとの宣下が出されてはいるが，今回は直接そ

れには触れず，それ以前の保元２年12月23日に公卿をは

じめ陰陽道，紀伝道，明経道の諸博士らによって僉議が

なされた結果出された「宣旨」に基づき，「自今以後」

は金神方禁忌のことを重ねて停止する旨，紀伝明経道・

前音博士・清原俊安と，それを用棄すべきかどうか疑問

を呈していた陰陽頭・賀茂在憲，同助・安倍泰親との両

方に伝えたというのである．

　『玉葉』承安３年（1173）正月13日の条〈注３〉に，

九条兼実が安倍泰茂を召して所労のことを問う中で「金

神七殺方憚るべきや否や」と尋ねたところ，泰茂は金神

禁忌のことについて，

①『百忌暦』に「一神殺を犯せば七人を殺す云々」と

あり，それを典拠に清原頼隆以下「彼家之輩」は金

神忌を採用すべきだと申し出ているが，陰陽道では

もともとこの金神忌は採用していないことであり，

②陰陽道が「規模」とする本書『新撰陰陽書』にも，

この「金神方忌事」は掲載されていないことでもあ

り，

③とりわけ「上古の保憲，晴明の時」に，この金神方

忌の事については採用されたことが全くないこと

―などを根拠にして「度々沙汰ありと雖も，遂に以て弃

てられ了んぬ」「更に忌み避くべからず」と答えている．

　また『玉葉』承安３年（1173）４月８日の条〈注４〉に，

　一金神七殺方事

　　申云，度々有沙汰，近代都被棄了．不被忌之云々．

とあり，紀伝・明経道の清原頼隆，定俊，俊安らによっ

て「証拠となし難き」『金神秘決暦』を典拠にして導入

された金神七殺方禁忌のことは，後白河院のこの御教書

によって陰陽寮の占法から「近代」すべて抛棄され，完

全に廃棄されることになっていたことがわかる．

（２）保元２年の金神方禁忌停止の僉議

　『兵範記』仁安３年（1168）６月22日の条〈注５〉に

よると，保元２年（1157）12月13日に金神方禁忌の用棄

についての僉議がなされた当時の模様が，右兵衛督藤原

光頼によって執筆された「陳定文」のなかに記されてい

る．それによると，「紀伝明経道等勘申陰陽道申金神方

禁忌事」とあり，

①左大臣藤原伊通，左大弁藤原雅教が「定申」には，

「金神の忌み，子細」弁じ難く，陰陽道の典拠とす

る『新撰陰陽書』には「捨ててこれを採らず」，し

かも賀茂保憲の『暦林』では「嫌がりて」これを

採用していないことでもあり，応徳年間（1084～

1087）に清原定俊が申し出たことにより金神方忌避

のことが採用されることになったが，陰陽道の輩は

金神の忌については伝習していないのであり，紀
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伝・明経道等が再び金神方禁忌の用棄の是非を勘申

することは「異端を攻（オサ）むる」ことでもあ

り，また清原家一統のみならず陰陽寮で金神方禁忌

採用のことを繰り返し僉議することは「これ害ある

のみ」〈注６〉だと指摘し，さらに「自古以来」陰

陽家が採用していない金神忌を強いて採用する必要

はないと主張している．

②また，按察使藤原重通が「定云」には，音博士拠清

原俊安が勘申するに当たって典拠とした『金神秘決

暦』は「未だ施行せられざるの書」であり，金神忌

採用の「証拠とは為し難き」典拠であると指摘し，

③そして，右衛門督藤原経宗，左兵衛督源雅通，右兵

衛門督藤原光頼等が「定申」には，「近世以降」忌

み来りし禁忌をおもむろに「改張」することは，た

やすく「定め難き」ことであり，「此の如き事類

は，時に臨んで用捨する」のが例であり，金神禁忌

のことは陰陽家が「未だ伝へ知らざるの由」である

から「改行」することに何の妨げもないと指摘して

いる．

④さらに，皇后宮権大夫藤原伊実，権中納言藤原公通

等の「定申云」には，応徳，康和の御世にあらまし

金神禁忌についての沙汰があったが，陰陽道では

「忌み来たらざるの由申す」ことから，今回の奏状

においても，諸道勘状のままに忌諱することを用棄

したからといって何の疑賄もない

―と，諸卿僉議のことが詳細に記録されている．

　この僉議の結果を受けて，保元２年（1157）12月23日

に出された「今より以後，宜しく忌み避くるを停止すべ

し」との宣旨に基づき，後白河院よって改めて仁安３年

（1168）６月26日に「御教書」が出され，それ以降は完

全に陰陽道から金神七殺方禁忌のことは抛棄されること

になった経緯がわかる．

　したがって，この僉議の内容から推して陰陽道にあっ

ては，応徳年間（1084～1087）に清原定俊らが導入して

から後，紀伝道・明経道の「彼家之輩」が金神七殺方禁

忌のことを採用すべく度々勘申したことは「異端」のな

せる業であり，「これ害あるのみ」であることに変わり

はなかったのであり，安倍孝重がその『勘進記』におい

て「皆継累祖之遺業，則為当代之名儒，各不可有禁忌之

由勘申了」とまで強弁できたのは，この後白河院の「御

教書」が背景にあったからであるといえよう．

（３）『諸道勘文』で取り扱われている金神

　ところで，陰陽道が採用しないと抛棄したのは，あく

までも紀伝・明経道の清原定俊已下「彼家之輩」が導入

した「金神七殺方」を「忌避」することに限ってのこと

であり，六壬式占の占法から導き出される陰陽道独自の

五行説から登場する金神までには至っていなかったこと

に留意しておく必要があろう．

　『諸道勘文』〈注７〉に安倍泰親が「八幡宮外殿御躰

可被改造哉」，また「可奉渡護国寺像歟」どうか，両条の

吉凶子細を朴占した勘申内容が記録されている．この両

条のうちの護国寺の御躰を移すことについての勘文に，

一　二籌御占依為不吉，不可被奉渡護国寺御躰事．

発用帯騰虵凶将也．伝得太一凶将也．将帯勾陳凶将

也．終帯白虎凶将也．大歳上又帯白虎凶将也．日上

帯騰虵凶将也．卦遇伏吟凶将也．

とあり，この護国寺の仏像移渡については，十二籌法

に基づいて泰親が不可であると勘申したのであるが，

その推断理由を陰陽博士・賀茂在憲が検証し，保延６

（1140）年５月12日に「右両方推条．依宣旨勘申如件」

と提出している．

　その「不可被奉渡」であるとの推断理由のなかに七箇

条の凶将があり，その一つ「終帯白虎」については「終

伝送・白虎．共為金神．為死気．主穢気不浄也」とあ

り，陰陽寮で行われる六壬式占の「十二籌法」に基づい

て導き出される終伝の白虎の上に乗って登場する金神の

神性が「穢気不浄」を所主し，「死気」となる属性のあ

ることから「不可被奉渡護国寺御躰事」との推断を下し

たというのであるが，その推断を下す理由の一つとして

凶将としての金神がここに採用されていることである．

　このことは，紀伝・明経道が主張する金神七殺方禁忌

のことが後白河法皇の御教書によって完全に停止される

以前に，陰陽道ではなおその用棄が定まらず，六壬式占

の占法によって導き出される，いわゆる五行説から登場

する金神については引き続き朴占で採用されていたこと

を示している．

　したがって，陰陽道が取り扱う金神方禁忌は，どこま

でも六壬式占の占法によって十二将，十二月将に乗って

登場する五行説からの金神が主であり，必ずしも紀伝・

明経道が主張する金神七殺方禁忌で取り扱う金神ではな

かったと指摘できよう．

三．民間に流布する金神信仰の糸口

（１）賀茂氏・勘解由小路家の金神の取り扱い方

　ところが，室町時代の永享８年（1436）以後に書写され

たといわれる吉田文庫本『六甲占抄』〈注８〉によると，
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　一推疾病篇曰，白虎剋日重，被日剋白虎軽，

言，日者日上神也，白虎，日上神ヲ剋セハ，病重シ，

日上神，剋白虎，病軽シ，

口伝云，白虎者金神也，占相剋時ハ，棄金神ヲ，以

乗神可占相剋也，（中略），

とあり，次いで，

一口伝云，白虎土水ノ神ニ乗シテ，病人ノ行年・本

命・日・辰ノ上ニ加ラハ，最重シ言，白虎者金神

也，値テ土水之神，其勢弥盛ニシテ，殺‐害ス 病

人ヲ，土生金，金生水之故也，

白虎乗火神，加病人行年・本命・日・辰上者，少シ

軽シ，火神ハ白虎相剋ノ神也，故白虎失テ勢，不得

強盛故也，白虎者金神，火剋金ノ故也，惣シテハ乗

神ヲ以テ立相性・相剋，不用所司金神也，

とある．

　これによると，六壬式占の課式上の白虎について「相

剋を占うときは金神を棄て，乗る神を以て相剋を占うべ

きなり」といい，また「口伝」に「白虎は金神」なるが

故に惣じて「乗る神を以て相性・相剋を立て，司る所の

金神を用ひざるなり」とあり，白虎と日上神との相剋関

係をみるのに，金神が乗る十二月将の五行の相性，相剋

で判断し，決して白虎の背後から登場する金神の神性を

用いて判断すべきではないと伝えていたことがわかる．

　このことから，陰陽道において六壬式占の占法に基づ

いて朴占するに当たって，この「口伝」が記録された室

町時代（15世紀半ば）までの段階で，すなわち小坂眞二

氏によれば『暦林問答』の撰者・賀茂在方（1444没）が

撰した「口伝」ではないかとされるのであるが，その段

階では，すでに金神七殺方禁忌の不採用のみならず，

十二将，十二月将に乗ってその背後から登場する五行説

の金神そのもの，あるいはその所主する神性までも陰陽

道では抛棄し，決して採用していなかったことがわか

る．

　これは，おそらく，

①陰陽道にとって「異端」でしかなかった紀伝・明経道

の清原一族が金神七殺方禁忌の法を導入したこと，

②陰陽道が典拠とする『新撰陰陽書』などの本書，本

条，本文にはこれを捨てて採用されていないこと，

③賀茂保憲の『暦林』が代表するように，陰陽道では

金神禁忌のことを「嫌がり」てこれを採用していな

かったこと，

④「金神の忌み」については，その「子細」弁じ難

く，陰陽道之輩はその伝は習わず，用いずとの伝統

が確立していたこと，

⑤保元２年（1157）の宣旨，さらに仁安３（1168）年

６月26日に出され御教書によって，金神七殺方の禁

忌が停止されたこと，

⑥応永21年（1414）に賀茂在方が撰した『暦林問答』

には金神方禁忌のことが一切触れられず記載されて

いないこと

―などといった理由により，陰陽道が金神七殺方の禁忌

を廃止していたことから，鎌倉末期から室町初期にかけ

て六壬式占から導き出される，いわゆる五行説から登場

する金神の神性そのものまでも抛棄し，「司る所の金神

を用ひざるなり」という占法を導き出していったのでは

ないかと推察できる．

（２）「司る所の金神を用ひざるなり」との理由

　だが，こうした理由のみで陰陽道の朴占で金神を取り

扱うことを抛棄し廃棄したと結論づけるには幾ばくか早

計に過ぎるといえよう．というのは，賀茂家栄が保延２

年（1136）以前に撰したといわれる『陰陽雑書』「第九 

方角禁忌」の状〈注９〉に，

金神七殺方，甲己年午未申酉方，乙庚年辰巳方，丙

辛年寅卯午未子丑方，丁壬年寅卯戌亥方，戊癸年申

酉子丑方

とあり，金神七殺方の年干を掲げた後に，

今案，此方角犯之，其家内七人死．若其内不足七

人，隣家七人死，大凶也．尤可避之．

とあるからである．また『玉葉』承安３年（1173）正月

13日の条〈注10〉には，

更不可忌避．但百忌暦文云，犯一神殺七人云々

とあり，さらに鎌倉末期から室町初期（永仁２年

･1294）以前に太政大臣･洞院公賢（1290～1360）が撰

し，その曾孫実熈が増補したといわれる『拾芥抄』下・

八卦部第三十四〈注11〉には，

金神七殺方事 当三白九紫方，時無忌云々，

甲己年　在午未申酉方．　乙庚年　在辰巳方．

丙辛年　在寅卯午未子丑方．丁壬年　在寅卯戌亥

方．

戊癸年　在申酉子丑方．

とあり，その後に註記を附して，

已上作犯一舛．殺七人家人　不足．隣人慎之．

大呂才　百忌暦文也．但異本文章　頗有削乎．

とあるからである．

　このことは，応徳年間（1084～1087）に清原定俊らに

よって「証拠とは為し難き」『金神秘決暦』を典拠とし
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て金神七殺方禁忌のことが導入されたのであるが，この

『金神秘決暦』に換わって平安後期から鎌倉期にかけ

て，大呂才編の『百忌暦』を主たる典拠として引き続き

「金神七殺方事」が「一神を犯せば家人を殺す．足らざ

れば隣人，之を慎む」「尤も避けるべき」対象として，

陰陽道において採用されていたことを示している．

　だがそれ以上に，陰陽道の宗家として賀茂家の暦道を

世襲した家栄が撰した『陰陽雑書』において，敢えてこ

の金神七殺方を採用し註記を施していることは，陰陽道

が取り扱う暦本編成あるいは日時勘文などの暦注部分

に，この金神七殺方禁忌のことが採用されていたのでは

ないかと指摘できる．

　ところが，ここで看過できないことは，元暦元年

（1184）９月に陰陽頭に補せられた安倍泰忠が整理し書

写したという『陰陽略書』〈注12〉に「一，諸神禁忌法」

とあり，その後に，金神七殺方の年干を記した上で，

犯土・作事，一切不可犯

と記載していることである．また，承元４年（1210）９

月５日に陰陽寮の勘文を整理し記録したという『陰陽博

士安倍孝重勘進記』には，金神七殺方の年干を記載した

後に，

已上見百忌暦并三元九星暦等

とあり，『陰陽雑書』をはじめ『玉葉』『拾芥抄』が

『百忌暦』を典拠にして採用した「一神を犯せば家人を

殺す．足らざれば隣人，之を慎む」との「尤も避ける」

べき「金神七殺方事」を敢えて記載せず，ただ「犯土・

作事，一切犯すべからず」とのみ記し，その典拠とする

『百忌暦』『三元九星暦』を記載していることである．

　このことは，陰陽道の宗家である賀茂，安倍両家に

とって，天文道を踏襲する安倍家と暦道を世襲する賀茂

家とでは，基本的に金神七殺方禁忌のことについての取

り扱い方が異なっていたことを示している．

　したがって，賀茂家栄が『陰陽雑書』において金神七

殺方を採用し敢えて註記を施していることは，この金神

七殺方禁忌のことが賀茂家の職掌とする暦道において暦

本の編成あるいは日時勘文などに，暦注として採用して

いたことを示している．これに対して，天文道を踏襲し

た安倍家においてはもともと，この金神七殺方禁忌のこ

とを積極的に採用していなかったことを示していると

いってよいであろう．

　だが，応永21年（1414）に賀茂在方が撰した『暦林問

答』，あるいは長禄２年（1458）に賀茂在盛が撰した

『吉日考秘伝』にその註記が削除され，また永享８年

（1436）以後に書写された吉田文庫本『六甲占抄』が引

用する「口伝」が示すように「司る所の金神を用いざる

なり」との占法が確立していたことから，暦道の宗家で

ある賀茂家においても室町期半ば頃までの間に，暦本の

編成，あるいは日時勘文などの暦注部分から，この金神

七殺方禁忌のことが完全に削除され廃棄していたのでは

ないかと指摘できる．

　したがって，陰陽道が取り扱う六仁式占によって導き

出される，いわゆる五行説の金神そのものの神性に，こ

の金神七殺方禁忌に登場する金神までもが加上され，

「尤も避けるべき」対象として，金神そのものが暦本の

暦注ないしは日時勘文などを介して広く享受され伝播し

ていたにもかかわらず，賀茂氏・勘解由小路家が伝える

「口伝」に「司る所の金神を用ひざるなり」とあるごと

く，また群書類従本『方角禁忌』〈注13〉に「一又金神

七殺方」とあるその標題の傍注に，

又金神七殺方．省略不書取也イ

と，異本を書写する段階で金神七殺方を敢えて「書き取

らざる也」とあるごとく，仁安３年（1168）６月26日に

出された後白河院の「御教書」以降，鎌倉末期から室町

期にかけて陰陽道では，金神七殺方禁忌のみならず，六

仁式占によって登場する金神そのものに対する取り扱い

方までもが大きく変化していたことがわかる．

　これはおそらく，金神七殺方禁忌に登場する金神，六壬

式占によって十二将の白虎，太陰，十二月将の伝送，従魁

の上に乗ってその背後から登場する五行説の金神が，

①より凶神性をおびた，負のイメージを背負った，忌

避されるべき対象として，その神性がそれぞれに分

節化（図２参照）され，

②決して顕在化することなくさらに複合化し，複雑な

働きを呈する独自の神性をもった「異端」の神とし

ての金神へと成長していき，そのために，

③陰陽道が取り扱う五行説の領域から逸脱し，「尤も

避けるべき」また「尤も厭ふべき」厲鬼性をおびた

神として，負のイメージを背負ったまま沈潜化し，

④室町期の半ば頃には，陰陽道では「金神を棄て」

「司る所の金神を用ひざるなり」と完全に廃棄され

るようになっていたこと

―といった理由により，凶神性をおびた負のイメージを

背負ったまま，既存の聖なる秩序体系を変更しそれを超

えて示現する「異端」の神として，また厲鬼性をおびた

「尤も避けるべき」対象の神として，官制・陰陽道から

逸脱し，それ故にこそ逆に紀伝・明経道の清原一族に
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よって導入された「金神七殺方禁忌」のなかに吸収さ

れ，独自の金神信仰を展開する方向へと加速していった

のではないかと推察できる．そして鎌倉末期から室町期

にかけてこの金神七殺方禁忌の取り扱い方が大きく変化

していった理由には，この金神のもつ神性に凶神性，厲

鬼性，行疫性があったからであり，そこに金神信仰が民

間に伝播する糸口があるのではないかと指摘できよう．

（３）『簠簋内伝』による金神信仰の民間への流布

　ところで，陰陽道の宗家が他見を憚って公表しなかっ

たともいわれる『簠簋内伝』巻第一の五〈注14〉には，

甲己歳　午未申酉方 　乙庚歳　辰巳戌亥方

戊癸年　在申酉子丑方．

丙辛歳　子丑寅卯方　 丁壬歳　寅卯戌亥

と，金神遊行についての年干を記した後に，

右此金神者，巨旦大王精魂也．七魄遊行而 殺戮南

閻浮堤諸衆生，故尤可厭者也．

とあり，この『簠簋内伝』が編纂された鎌倉末期から室

町初期にかけて，金神七殺方に登場する金神が「巨旦大

王精魂」〈注15〉に仮託され，「七魄」遊行して七人の

家人を殺戮し，足らなければ隣人を慎むという「尤も厭

ふべき」対象の神として位置づけられていることであ

る．このことは，陰陽道で取り扱う六仁式占によって導

き出される天盤，地盤に「乗る神」に対してそれを「司

る神」として登場してくる金神とは全く異なった，新た

なる金神がこの『簠簋内伝』から登場してきたことを意

味する．

（イ）小泉光保『頭書長暦』『循環暦』の視点

　享保２年（1712）に小泉光保（松卓）が著した『循環

暦』〈注16〉によると，

此方ニ向ヒ造作移徒，或ハ窓戸ヲ開キ，其外万事大

凶．右ノ外屏・築地ヲ構ヘ，城郭ヲ築キ，或ハ備ヲ

立テ敵ヲ追フ等ニ此方ヲ慎ムベキ也．

「簠簋」金神ハ巨旦大王ガ精魂也．亡魂遊行シテ南

閻浮堤ノ諸衆生ヲ殺戮ス．故ニ尤モ厭フベキ者也．

「百忌暦」金神此方ヲ犯セバ七人ヲ殺ス．家人足ラ

ザレバ隣人之ヲ慎ム．「暦鑑」簠簋ヲ取意シテ之ヲ

記ス．「暦林」金神ヲ載セズ．蓋シ今新暦ニ註セル

金神ハ「通書」「百忌暦」，一理ノ法ニシテ「簠

簋」「長暦」「暦鑑」等ノ説トハ所々相違有ル也．

此品，貞享年中ニ予ガ考ル所「頭書長暦」ニ分明ニ

之ヲ載ス．或ハ遊行并ニ間日タリト雖モ輙（タヤ

ス）ク之ヲ用ユベカラズ．扨テ遊行ノ日数「簠簋」

「長暦」ニハ連続五日宛也．「拾芥抄」ト「暦鑑」

ニ六日宛之ヲ註セリ．今簠簋ニ随フヲ通用トス．

とあり，諸本が採用する金神について校合検証してい

る．そして，この『循環暦』以前の貞享５年（1688）に

自ら著した『頭書長暦』〈注17〉には，

金神ノ方大底ハ古板ノ本文ニ出ル通リ簠簋ノ異説ニ

当ル四金神計リヲ用ユト云ヘドモ其ノ来由ヲ尋ヌル

時ハ貞ナル出書モナキ名目ナリ．殊ニ暦府通書ヲ考

フレバ簠簋ノ本説ト異説ノ集合ニ当ル六金神ヲ用ル

例モ見ユ．故ニ今マ簠簋ノ本説ト通書ノ法トヲ本文

ノ異説ニ校（タクラ）ヘ注ス者ナリ．兎角家伝ノ口

决ヲ受ケテ理ヲ明ラムベシ．軽忽ニ之ヲ試ムルコト

莫レ．

サテ金神ハ蘇民将来ノ兄巨旦太王カ精魂ノ主トル方

ナリ．巨旦ハ金姓ニテ魂七ツアルユヘニ金神七殺ト

云フナリ．人民忘レテモ此方ヲ犯シ慢（アナド）レ

ハ尖難ニ遇フコト，唯谷ニ響ノ応ズルガゴトシ．尚

恐レテモ懼ルヘキハ此方也．就中屋造リ，移徒，屏

築地ヲ構ヘ，或ハ嫁娵，結婚等ニ深クキラフ也．仮

令遊行若シ間日タリト云フトモ，輙ク之ヲ用フベカ

ラズ．

とあり，貞享の改暦以前の暦本にはこの『簠簋内伝』の

本説，異説に基づいて金神七殺方の註記がなされている

のに対して，貞享の改暦以後の新暦の暦本には『通書』

『百忌暦』を「一理ノ法」にして註記がなされていると

指摘し，さらに金神七殺方の忌避すべき方位には四金神

と六金神とがあり，古板の暦本には四金神のみ註記して

いるものが多いと検証している．そして，その来由を調

査したが「貞（サダカ）ナル出書モナキ名目」でしかな

いと記している．

　このことは，『簠簋内伝』が「本邦暦本の撰日法を記

載した書物」〈注18〉としての性格を基本的にもってお

り，渡辺敏夫氏が指摘（図１参照）しているように，江

戸時代に頒布された各地の民間暦には，この簠簋内伝の

本説，異説に基づいての暦注が施されていることから，

民間暦の頒布を介して金神が金神七殺方を「司る神」と

して，また「尤も厭ふべき」神として畏怖され伝播され

ていたことがわかる．

　したがって，『簠簋内伝』が暦本の撰日法の典拠とし

て暦法家・造暦師らによって使用される性格を本質的に

もっている以上，小泉光保が『頭書長暦』で「分明」に

したように，『簠簋内伝』に登場する金神は「蘇民将来

ノ兄巨旦太王カ精魂ノ主トル」方位神であり，「巨旦ハ

金姓ニテ魂七ツアル」が故に「金神七殺」をもたらす行
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疫神であり，「人民忘レテモ此方ヲ犯シ慢（アナド）レ

ハ尖難ニ遇フコト，唯谷ニ響ノ応ズルガゴトシ．尚恐レ

テモ懼ルヘキハ此方也」との凶神性をおびた厲鬼神であ

ると位置づけられ，貞享の改暦前後には「尚恐レテモ懼

ル」べき「方位神」として頒暦を介して民間に伝播され

享受されていったことがわかる．

（ロ）平田篤胤『牛頭天王暦神辯』の説

　だが，各地の民間暦の頒布を介して「尚恐レテモ懼

ル」べき「方位神」として広く人口に膾炙されていった

金神が，この『簠簋内伝』制作段階において，何故に官

制・陰陽道で取り扱う金神と全く異なった「巨旦大王精

魂」に仮託され，「七魄」遊行して七人の家人を殺戮

し，足らなければ隣人を慎むという「尤も厭ふべき」神

として新たに登場してくるのか．

　平田篤胤翁がその著『牛頭天王暦神辯』〈注19〉の序

において，

素戔嗚尊を．牛頭天王とまをし．櫛稲田姫命を．歳

徳神と称し．備後の風土記には．素戔嗚尊の御子．

八柱坐すを．八將神と号け．そを暦神と称え奉る事

は．吉備の真備が所為

とし，これがもとになって「世人まどはす占人．言好す

る巫祝等のみだり言．色々起りて．今し家相方位の事を

言痛く言挙る人．多になり行て．其のみだり言を．たは

やすくは．得さけがたきよしまで」論ったとしている．

そして，唐から持ち帰った「暦書」をもとに方角禁忌に

かかわる「天道．天徳．歳徳．金神．八將神の類」を吉

備真備が「我が神世の神等の如く．詳に出自を説きがた

き故に．風土記の傳より思ひ著て」「造説」をなしたと

いい，その吉備真備が

素戔嗚尊を．牛頭天王天道神とし．南海之女子と有

るを．頗梨采女歳徳神とし．八柱子と有るを．八將

神とし．将来二人を．天徳神．金神などに配て暦神

となし．本地佛をさへに立て．五節は更なり．年中

にある神事佛事も．皆こを法例と為したる物ぞと．

其道に重みを付られし物と所思ゆるなり．

として，『簠簋内伝』巻第一「三国相伝宣明暦経註巻

上」に登場する牛頭天王，頗梨歳，八将神，蘇民将来，

巨旦将来に，それぞれ天道神，歳徳神，八將神，天徳

神，金神を附会し，「暦神」〈注20〉として造説したの

だと説いている．

（ハ）『簠簋内伝』の編者の意図

　だが，この『簠簋内伝』の編者が篤胤のいう「吉備真

備」であるにせよ，また谷重遠が『泰山集』〈注21〉で

紹介した幸徳井家の継承者・安倍安富卿が伝える「真言

僧」であるにせよ，さらに西田長男博士が指摘〈注22〉

したように松浦道輔が『感神院牛頭天王考』でいう祇園

社務家に入った天台僧・行円の孫で安倍家の流れを汲む

晴筭の曾孫「法眼・晴朝」であるにせよ，また，村山修

一氏〈注23〉が西田説を受けて「祇園社を中心とする宿

曜道の禁忌の書」あるいは「祇園社陰陽道の基準書」と

して編集した「宿曜道に縁の深い安倍流の一派が祇園執

行家と結びついた」誰か―すなわち「晴朝」であるにせ

よ，中村璋八氏〈注24〉が現存する鈔本をもとに検討し

「宣明暦経」の註解である巻三までが先行し，その後

「造屋篇」が加わり四巻本となり，高野山の真言僧に

よって作成されていた「文殊曜宿経」が組み入れられ現

行五巻本になったために，全巻が「真言僧」の作である

かのように伝わったという説であるにせよ，この『簠簋

内伝』の編纂過程で，金神七殺方禁忌のことを司る金神

が「巨旦大王精魂」に仮託され「尤も厭ふべき」神とし

て，官制・陰陽道が取り扱う金神とは全く異なった新た

なる金神として，何故に登場してくるのか．そこからは

必ずしも，金神創造の新たなる信仰的な営みを読み取る

ことができるとはいい難いであろう．

　したがって，賀茂在方が撰した『暦林問答』，あるい

は賀茂在盛が撰した『吉日考秘伝』からその註記が削除

され，また吉田文庫本『六甲占抄』が引用する「口伝」

が示すように「司る所の金神を用ひざるなり」との占法

が確立した室町期半ば頃までに，この『簠簋内伝』が

「本邦暦本の撰日法を記載した書物」〈注25〉として，

また「祇園社を中心とする宿曜道の禁忌の書」として，

あるいは「祇園社陰陽道の基準書」として編纂され，祇

園感神院に関係する宿曜師，あるいは陰陽道を教理とし

て習合した真言密教僧，台密系僧侶，さらには修験山

伏，卜部流神道者〈注26〉らによって，牛頭天王，頗梨

采女，八将神，蘇民将来，巨旦将来の物語を介して，金

神七殺方を「司る神」としての金神が「尤も厭ふべき」

対象として唱導され，そこで新たなる金神創造の営みが

なされたろうことは想像に難くないところであろう．

（ニ）新羅系法師陰陽師

　村山修一氏〈注27〉によると播磨の国に，吉備真備が

遣唐使を終えて帰朝した時に牛頭天王を勧請し祀ったと

伝える広峰社の麓に新羅訓（シラクニ）神社があり，

『延喜式』〈注28〉巻第十・神祇十・神名下にある飾磨

郡四座のうちの一社「白国神社」がそれに相当し，「白

国の四宮明神」とも称され，吉田東伍博士の『大日本地



社会福祉学部研究紀要　第12号

184

名辞書』〈注29〉によると，そこには「白国太神」「白

国国主明神」「白国大歳明神」「白国佐伯明神」が奉斎

されており，「白国」は「新羅」で「広峰神官相伝」に

牛頭天王が広峰社に遷座する前にしばらくこの地に坐し

たが故に「白国」と称したといい，また『播磨風土記』

飾磨郡牧野の里の条に「新良訓（シラクニ）と號くる所

以は，昔，新羅の国の人，来朝しける時，此の村に宿り

き．故，新羅訓と號く」〈注30〉とあることから，村山

氏は「けだし牛頭天王は平安朝以前，新羅人の集落がで

きた際，新羅系陰陽師がまつったもので，やがてここは

播磨の法師陰陽師の拠点となった」と想定されている．

そして『祇園社家記録』〈注31〉に応安４年（1371）に

広峰の陰陽師が白河院の頃より泰山府君祭の料足を貰っ

ていたという記録があることから，広峰の法師陰陽師が

祇園社の草創期と深く関係のあったことを推定されてい

る．

　このことから，播磨の法師陰陽師のみならず祇園感神

院と深く交渉のあった法師陰陽師，あるいは新羅系陰陽

師らを介して各地において牛頭天王が勧請され，『簠簋

内伝』にあるごとく，

悪（ニクミ）テモ悪ベキハ巨旦ガ邪気，残族，魑魅魍

魎ノ類，信テモ信ズベキハ牛頭天王，八王子等ナリ

と，「牛頭天王縁起」を介して金神攘却，災厄解除の祭

文が唱導されていたのではないかと推定できる．

　以上のことから，「尤も厭ふべき」金神七殺方位を「司

る神」金神が「巨旦大王精魂」に仮託され「尚恐レテモ

懼ル」べき方位神，行疫神，厲鬼神として，さらには「破

壊と創造の両価的機能」〈注32〉をもった神として人口に

膾炙されるようになった背景には，一つには暦法家，造暦

家らの頒暦による暦注部分からの伝播があり，今一つに

は陰陽道と深く交渉をもった真言密教僧，台密系僧侶あ

るいは修験山伏，卜部流神道者を含めた法師陰陽師，さ

らには牛頭天王を「守護神」〈注33〉として奉斎する新羅

系陰陽師らによって唱導される牛頭天王の祭文からの伝

播があり，そこに「トランスカルチュレーション」を伴う

「コンタクトゾーン」において即興的な「変成譚」を創出

〈注34〉する金神信仰の新たなる創造の営みをなす土壌

があったのではないかと指摘できよう．

四．もう一つの金神信仰の享受者

　ところで，後白河院の「御教書」が出された12世紀半

ば以降から，賀茂在方の『暦林問答』，賀茂在盛の『吉

日考秘伝』，さらに『六甲占抄』が出された15世紀半ば

までの間に，官制・陰陽道が取り扱う金神方禁忌のこと

が『簠簋内伝』の「金神七殺之方」「金神遊行事」「金

神四季遊行事」「金神四季間日事」に収斂され，暦法

家，造暦師，法師陰陽師らを介して広く伝播していった

以上に，平安後期から鎌倉，室町期にかけて卜占，巫

術，加持祈祷等を行う巫祝の徒を含めた，いわゆる「民

間陰陽師」によって享受され伝播していった，もう一つ

の金神信仰のあることを見落としてはならないであろ

う．

（１）白虎，太陰が所主する金神信仰の享受者

　京大本『占事略決』「十二将所主法第四」の脚注に，

白虎，主刀兵，為皮革・刀兵，口舌也，

とあり，また十二将・太陰が「為帷帳，為歩障，主笠・

蓑也」とある．このことから推測すると，十二将・白虎

に乗ってその背後から登場する金神には「刀兵」を所主

する神性があり，また兵具として使用される刀，鑓，甲

冑などに用いられる皮革の製造にかかわる属性があると

認められることから，それらを製造する刀鍛冶，刀磨，

鞍細工，鎧細工，鞘巻切，矢細工，箙細工といった兵革

にかかわる職業民を管轄する神として，平安後期から鎌

倉にかけて，金神がその職業民の信仰の対象となってい

たのではないかと推測できる．

　小坂眞二氏〈注35〉によれば，この京大本『占事略

決』は保元元年（1156）に安倍泰親が息男・親長に伝授

した自筆の書写本が原本であり，それを親長の孫・泰隆

が書写しさらに後人が転写したもので，現存本の表紙に

所持者の名が「青松」とあり，その名が清原國賢である

〈注36〉ことから，安土桃山時代に清原家が所持してい

たものであり，その注記は明経家の清原氏によるところ

があったのではないかと指摘しておられる．

　このことから，少なくとも京大本『占事略決』の注記

がなされる段階で，いわば安土桃山時代の頃までには，

白虎に乗ってその背後から登場する金神が，兵具として

の刀，鑓，また甲冑に比定され，それに使用される皮革

などの製造にかかわる職業民，盛田嘉徳氏の言〈注37〉

によれば生産的雑業者を所主する神として，また，その

信仰の対象として，これらの職業民に金神信仰は享受さ

れ伝幡されていたのではないかと推測できる．

　また，十二将・太陰に乗ってその背後から登場する金

神には，「蓑・笠」を主り，「帷帳」「歩障」となる属

性があることから，少なくとも安土桃山時代の頃までに

は，蓑作，笠縫，御簾編といった木，竹，草などを細工

する職業民，あるいは白布売，縫物師といった繊維加工
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に携わる職業民を管轄する神として，また，これらの生

産的雑業に従事する職業民の信仰の対象として享受され

伝幡されていたのではないかとも推察できる．

（２）伝送，従魁が所主する金神信仰の享受者

　十二月将・伝送について『占事略決』「十二将所主法

第四」に，

四月，伝送，金陽神，吉，治在申，為道路神，主遠

行・商売事

とあり，京大本の頭注には「伝送，主遠出人也」とあ

る．さらに，『五行大義』第二十「論諸神」には「伝

送主申金神」とあり，また「申伝送者，伝其成物送，

與冬蔵也」とあり，「伝送主掩捕」とあることから，こ

の十二月将・伝送と，その天支・申に乗ってその背後か

ら登場する金神には「道路神」となる属性があり，「遠

行」「商売事」「遠出人」を所主する神性があったこと

がわかる．

　このことから，十二将・白虎，太陰に乗ってその背後

から登場する金神が生産的雑業に従事する職業民を所主

しているのに対して，十二月将・伝送から導き出される

金神の神性には，それらの職業民の手細工によって生産

された商品を背負って「遠行」する「遠出人」すなわち

行商人，辻売商人といった非生産的雑職者を所主する働

きが付与されていたのではないかと推察できる．

　また，尊経閣文庫本の頭注に「刑像，申者身也，葬車

ト云也」とあり，京大本の傍注に，「（伝送），為喪

事，伝送，主刀兵，死喪也」とあることから，伝送に

乗って登場する金神には，「刀兵」「掩捕」を所主する

神性があり，「喪事」「死喪」「葬車」〈注38〉ともか

かわる属性があったことがわかる．

　したがって，十二月将・伝送に乗ってその背後から登

場する金神が，「遠行」する「遠出人」― 行商人，辻

売商人，あるいは「掩捕」「喪事」「葬車」といった義

務労役にかかわる非生産的雑職者〈注39〉を管轄する神

として，また，その信仰の対象として，それらの職業民

に享受され伝幡されていたのではないかと推察できよ

う．

　さらに，三月将・従魁に乗ってその背後から登場する

金神が「竈神」に比定され，「移徒・揺動事」「死喪」

を所主する神性ばかりでなく，尊経閣文庫本の従魁の頭

注に「有酒食相争，釘神，一人有不知人」とあり，京

大本の傍注に「為針神，従魁，主金□（鉄?），雨水，

官禄也」とあり，「釘神」「針神」にも比定され，「金

鉄，雨水，官禄」を所主することから，この従魁の背後

から登場する金神が番匠，釘鍛冶，あるいは針師といっ

た職業民を管轄する神として，また，その信仰の対象と

して，それらの職業民に享受され伝幡されていたのでは

ないかと推察できる．

　以上のことから，十二将・白虎，太陰，十二月将・伝

送，従魁に乗ってその背後から登場する金神は，その所

主する神性が分節化（図２参照）され，同時に，その属

性から生産的雑業者，非生産的雑職者を管轄する神とし

て比定され，さらに周縁の社会構造のなかで分節化さ

れ，それらの職業民の信仰の対象として享受され伝幡さ

れていたのではないかと推察できる．

　このことは，京大本『占事略決』の脚注，傍注，ある

いは尊経閣文庫本『占事略決』の頭注が何よりも示して

おり，京大本『占事略決』の脚注，傍注が附された段

階，いわば安土桃山時代の頃の段階までには，この金神

が既に陰陽道で取り扱う領域を逸脱し，生産的雑業者，

非生産的雑職者を多く輩出した，いわゆる「祇園神人」

〈注40〉，「祇園神民」〈注41〉ともいわれる祇園感神

院周辺に集中する，いわば「民間陰陽師」とも称される

職業民らによって『簠簋内伝』巻第一に伝える牛頭天王

の物語，さらに巻第二に伝える盤牛大王の物語とともに

伝播し，独自の金神信仰へと展開し深く民間に浸透して

いった，もう一つの金神信仰のあったことを指摘してお

きたい．

五．まとめ

　以上考察してきたことから，陰陽寮で取り扱ってい

た五行説から登場する金神が室町期半ば頃に「金神を

棄て」「司る所の金神を用ひざるなり」と完全に廃棄

されることになった遠因には，この金神が方位神，遊行

神，行疫神，破壊神，また地の神として，凶神性，厲鬼

性をおびた「異端」の神として，負のイメージを背負っ

たままの神性を所主し，さらに「悪（ニクミ）テモ悪ベ

キハ巨旦ガ邪気，残族」「尚恐レテモ懼ル」べきは金神

七殺方位を「司る神」金神として「牛頭天王縁起」を介

して鎌倉期から室町期にかけて広く民間に唱導され伝播

していったことが大きく作用しているのではないか．加

えて既存の聖なる秩序体系を変更しそれを超えて示現す

る「異端の神」金神を信仰の対象として享受し，「尤も

厭ふべき」神として唱導し伝播していった暦法家，造歴

師，法師陰陽師，民間陰陽師らの介在者の存在が，独自

の金神信仰を展開する方向へと導いていったことも，よ

り大きな要因になっているのではないかと指摘できる．
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　そして，この金神七殺方を「司る神」としての金神が

官制・陰陽道から完全に廃棄されたことにより，民間の

信仰対象として，また周縁の社会構造のなかで分節化さ

れた「部分的な役割を担った神」としてではなく，それ

を超えて「宇宙天地人間，世界全体」を支え人類を救済

する「全体的な役割を担う神」〈注42〉として復活再生

してくるのは，おそらく真言，台密系僧侶，修験山伏，

地神盲僧，卜部流神道者らによる金神攘却，災厄解除の

呪法〈注43〉，あるいは民間暦に記載されている金神の

伝幡〈注44〉，さらには各地で実施される荒神神楽など

で勧請され唱導される行疫神攘却の土公祭文〈注45〉な

どに散見する金神などを介して，西田長男博士が指摘さ

れるように「金神七殺之方などの陰陽思想の超克にその

根拠」〈注46〉を置いて展開した「金光大神」の信仰か

らであり，そこから独自の「世直し」観を提示した「出

口ナオ」の金神信仰〈注47〉へとつながっていったので

はないかとも推察できるのであり，そこに金神信仰の新

たなる創造の営みのあることを指摘したいのである．

〈注１〉若杉家本『安倍孝重勘進記』317頁．村山修一編『陰

陽道基礎史料集成』所収，東京美術1987年11月．

尚，伏見宮本にはこの「金神七殺方事」は記載され

ていない．詫間直樹，高田義人編著『陰陽道関係史

料』参照，汲古書院2001年７月．

〈注２〉『兵範記』四，仁安３年６月26日の条 増補史料大成

21，96頁，臨川書店，1965年９月．

〈注３〉『玉葉』巻十二　承安３年正月条　国書双書刊行会

293頁，1993年９月．

〈注４〉『玉葉』巻十二　承安３年４月８日条　国書双書刊行

会293頁，1993年９月．

〈注５〉『兵範記』四，仁安３年６月26日の条．増補史料大成

21，93頁，臨川書店，1965年９月．

〈注６〉『論語』為政第二 「子曰，攻乎異端，斯害也巳」新

釈漢文大系１ 52頁，1984年８月．

〈注７〉群書類従第二十六輯所収『諸道勘文』雑部　217～218

頁．「十二籌法」については『占事略決』「十二将

所主法第四」神道大系論説編16　陰陽道12頁参照，

1986年７月．

〈注８〉小坂眞二著『安倍晴明「占事略決」と陰陽道』所収・

第三部六壬式占の古占書の研究　『六甲占抄』翻刻

参照，296～297頁．尚，六甲占抄の「口伝」につい

ては，「吉田文庫本『六甲占抄』について」の付記

図１　地方暦の金神忌採用の典拠　渡邊敏夫著『日本の暦』をもとに作成

簠簋内伝 簠簋異説 拾芥抄
京　暦 △ ◎ ◎は，主に準拠する説を採用したもの．

△は，稀に準拠する説を採用したもの．
○は，ほぼ準拠したと認められる説を採用したものを表記．

伊勢暦 △ ◎
南都暦 ◎
泉州暦 △ △
三島暦 ○
会津暦 ◎
いせこよみ ◎

図２　五行説から登場する金神の神性およびその属性と享受者

乗る神 司る神 陰陽 吉凶 方位 神　性 比定される神 所主する対象（属性）
金神信仰の享受者

十
二
將

白虎 金神 凶 申 疾病死喪刀
兵闘訟

皮革、折傷、骸骨、不浄、口舌、甲冑用の皮革製造
関連の職業民

太陰 金神 吉 酉 弊匿陰蔵
簑笠

帷帳、歩障、所処娶婦、繊維加工、木竹簑細工の職
業民

十
二
月
將

従魁 金神 陰 凶 申 移徒揺動 竈神､針神、
釘神

死喪、金鉄、雨水、官禄、番匠、釘鍛冶、針磨等の
職業民

伝送 金神 陽 吉 酉 遠行商売
刀兵掩歩 道路神 喪事、死喪、葬車、掩歩、遠行、遠出人、行商人、

義務労役等に関連する非生産的雑業の職業民
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〈注12〉中村璋八著『日本陰陽道書の研究』増補版所収『陰陽
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